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１．留学の目的・スケジュール・費用
■目的

①現地で中国語を学ぶ
②海外留学を通してコミュニケーション能力を向上させる
③中国の生活を体験する

取得単位数週当たり授業時間受講期間受講科目
6270分(90分×3)9月17日～1月2日Listening＆Speaking

4180分(90分×2)9月17日～1月2日Extensive Reading

6270分(90分×3)9月17日～1月2日Intensive Reading

■授業スケジュール

■費用概算

合計その他生活費食費寮費渡航費

7023151319

万円
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２．留学先の大学・授業について

■留学先の大学の状況

浙江万里学院
浙江省寧波市鄞州区
 1950年創立
 学生数：2万人
 学部数：52
（日本語学科あり）
 中国語クラス
上級・中級

1クラス約15人
初級

2クラス約40人
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２．留学先の大学・授業について

浙江万里学院

東門

門前駐車場
から駅まで直
結

授業を受け
る棟

１階と２階
には自習用
スペース

図書館
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２．留学先の大学・授業について

■留学先の授業の状況
・中国語と英語を使用 (語句等の説明は主に英語)
・言語だけでなく文化も学ぶことが出来る (中国の風習や生活スタイル)
・少人数クラスなので発言の機会が多い (毎授業3回ほど)
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２．留学先の大学・授業について

■留学先の時間割と一日のスケジュール

9:50

12:00

14:00

17:00

授業

昼休み

図書館で勉
強

夕食

帰宅19:00

次の授業の予習
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３．留学先での生活について
■留学先の生活の状況

・寮近くに学生用図書館
・学内で生活がほぼ完結
・どの施設も清潔で比較的新しい
・大学東門のそばに駅があり交通の便も良い

寮近くの学生用図書館 食事



Osaka INTERNATIONAL UNIVERSITY 4

３．留学先での生活について

■留学先の寮

2人部屋 月1300元
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３. 留学先での生活について ⾧期休暇中の様子

上海の高層ビル
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３. 留学先での生活について ⾧期休暇中の様子
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３. 留学先での生活について ⾧期休暇中の様子

火鍋
エビや豚の足
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３. 留学先での生活について ⾧期休暇中の様子

鸭血粉丝汤
・鴨の血を固め
たもの
・春雨、豆腐、
パクチー

江蘇省 南京 水郷の街
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４．今回の留学で学んだこと・成⾧したこと・成果について

■今回の留学で学んだこと

・中国での生活・文化
食事のマナー、交通機関のルール
・日本と中国の違い
生活スタイル、常識、価値観
・今使われている中国語
若者言葉やネットスラング

■今回の留学で成⾧したこと・成果

・語学力 HSK4級→5級
毎日中国語を使い会話することで、徐々に中国語で物事を考えることが出
来るように
・コミュニケーション能力
多くの外国人学生と交流、授業のプレゼン等
・行動、計画力
・精神面の成⾧
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５．今後の留学する学生へのアドバイス
■アドバイス

留学前
・中国語の勉強
・英語の勉強も必要
・日本語学科がある大学選びがオススメ

留学中
・なるべく中国人学生と行動して毎日中国語を話す
・3ヶ月目の成⾧を目指す
・⾧期休暇中に旅行をする
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６．謝辞

今回、このような留学の機会を与えてくださった
奥田理事⾧、宮本学⾧、職員の皆様に
深く感謝申し上げます

今回学んだことを活かして更なるチャレンジをしてまいります。


